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外国語（英語） 

 

出題のねらい 

専門の研究において英語の論文・書籍・資料などを活用する際に必要となる英文読解力

を備えているかを見ることをねらいとしている。 

 

解答例 

 日本人は、社交上の潤滑油、事を円滑に進める方法として、互いに謝罪し合う。ここで

強調されるのは、「円滑に進む」というフレーズである。相互依存や自己卑下の考えがあ

るため、気まずい状況では、その気まずさに実際どれだけ個人的責任があるかに関係な

く、事を円滑に進めるために謝ることが常に期待される。 

 そのため、自分が遅刻していないと知りつつも、日本人旅行ガイドは怒っているアメリ

カ人旅行客に謝った。そのような時には互いに詫び合い、自分に非がある可能性を考える

態度を双方が示せば、事を静めて関係も円滑になると日本人は感じるからである。 

 しかしながら西洋人は、相互対立の「反論のシステム」を、対人的触媒、事をスタート

させ動かしていく方法として用いる。ここで強調されるのは、「スタートさせる」「動か

す」という表現である。うっかり誰かにぶつかるなどのささいな事、そういう時は短く

「すみません」と言うべきで、言わないと無礼に見えるだろうが、そうした場合を除け

ば、謝罪は通常任意と考えられ、要求はされない。暗黙のうちに理解されると考えられ、

ことばで言わなくてもよい。ある種の法的な状況を除き、正式な謝罪を強要するのは極め

て狭量で配慮に欠け、非道ですらあると多くの人が考えるだろう。 

 気まずい状況では、謝る代わりに自身の見解をできるだけ明確に示すことが期待され

る。そして相手も同様にすれば、そこで得られた情報をもとに決定や同意を達成する、あ

るいは英語でよく使う言い回しのように「打ち出す」ことができるのである。 

 

解説 

 一定の長さの英文を速読して理解する基本的な英語力を見ることが目的なので、難解な

単語はほぼ含まない文章を選んでいる。適宜辞書も使いながら時間内に文章全体を訳出で

きるだけの語彙力と、やや複雑な構文でも的確に意味をつかむ力を、和訳解答から評価す

る。 
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専門科目 

問題 1 

出題のねらい 

 日本語学の基本的な概念について、理解しているかどうかを見ることをねらいとしてい

る。 

 

解答例 

1. 継続性のある動詞＋「ている」の場合、進行中であることを表す。 

例：「太郎が歩いている」 現在歩いている最中であることを表す。 

   

  変化を表す動詞＋「ている」の場合、結果残存を表す。 

例：「彼は死んでいる」 死んだあとの状態であることを表す。 

    

  「彼は髭を剃っている」のように、継続性と変化のどちらも表し得る動詞の場合、 

進行中（今現在、髭を剃りつつある）と結果残存（剃ったあとの状態である）の両方

の解釈が成り立つ。 

 

  その他、他の修飾成分によって「彼は何度も髭を剃っている」のように反復を表した

り、「１時間前に髭を剃っている」のように経験を表したりする。 

 

2. 現場指示：現場にあるものを指す。対立型と融合型がある。 

   対立型：「これは私の本で、それはあなたの本です。」 

話し手の領域（「これ」）と聞き手の領域（「それ」）が対立している。 

話し手に近いものを「これ」で、聞き手に近いものを「それ」で表す。 

両者の領域外のものを「あれ」で表す。 

   融合型：「これはうちの実家の菩提寺で、あれは夫の家の菩提寺です。」 

    話し手の領域と聞き手の領域が融合していて、両者から近いものをコ系（「こ

れ」）で表す。少し離れたものをソ系（「それ」）、遠いものをア系「あれ」で指

す。 

  文脈指示：会話や文章の文脈にあるものを指す。 

   「「もう遅いね。」太郎はそう言うと、立ち上がった。」 

   「こうも言えます。「時は満ちた」と。」（指すものがうしろにある。） 

   ア系は、観念指示とも言われ、記憶の中のものを指すのに用いる。 
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3. 「ボールのように丸い」直喩（「のように」などの比喩指標を用いる） 

   「君は女神だ」隠喩・暗喩（類似性による）メタファー 

 

   その他、以下のものも比喩の一種と呼ばれることがある。 

   「漱石を読む」換喩（近接性、隣接関係による）メトニミー 

   「日本が勝った」提喩（全体と部分の関係）シネクドキ 

   「花が舞う」擬人法 

 

解説 

 基本的な概念について、日本語学でどう説明されているかを問い、具体的な例を提示さ

せるものである。概念の理解と、適切な例を挙げることのできる力は、日本語学を学ぶ者

にとって重要である。 

 

 

問題２ 

出題のねらい 

本設問は、日本の地域日本語教育が歩んできた歴史的経緯と、それに伴う教育理念の変容

を体系的に理解しているかを問うものである。単なる用語の羅列ではなく、移住者の多様

化という社会背景と、従来の「教える／教えられる」という固定的な関係性を超えた「共

生」へのパラダイムシフト、さらには近年の法整備による体制の変化を、論理的な一貫性

を持って説明できる能力を評価する。 

 

解答例 

（全 18用語に下線を引いた論述文） 

日本の地域日本語教育は、時代ごとの移住者の背景と密接に関わって発展してきた。

1970 年代後半のインドシナ難民の定住支援に始まり、1980 年代には中国帰国者、1990 年

の入管法改正以降は日系人、さらには日本人と結婚した移住配偶者など、対象は多様化し

てきた。これに伴い、在留外国人数は右肩上がりに増加し、日本語教育は単なる「語学学

習」を超えた、地域社会における重要な基盤となっている。 

初期の地域日本語教室では、専門的な教師が一方的に教える文型積み上げ型の指導が主

流であった。そこでは教える側が「教育者」、教わる側が「生徒」という固定的な権力関

係が生じやすく、学習者の生活上のニーズが反映されにくい側面があった。しかし、多文

化共生の理念が浸透するにつれ、教え・教えられる関係を問い直す動きが加速した。 

現在の地域日本語教育では、一方的な「教授」ではなく、参加者全員が対等な立場で経験 
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を共有する参加型学習や学び合いが重視されている。ここでは、教え手は一方的な知識の 

伝達者ではなく、学習の場を円滑に進めるファシリテーターとしての役割が求められる。

また、活動の最後には振り返りを行うことで、学習内容の定着だけでなく、参加者同士の

相互理解を深める仕組みが取られている。 

一方で、現場を支えるボランティアの高齢化や、支援の質の格差が課題となっている。

これに対し、多様な背景を持つ学習者の生活を包括的に支えるため、教室内の指導だけで

なく、地域のリソースをつなぐコーディネーターや、伴走的な役割を担う支援者の存在が

不可欠となっている。 

こうした状況を受け、2019 年には「日本語教育の推進に関する法律」（日本語教育推進

法）が施行された。これにより、日本語教育の推進は国や行政の責務であることが明確化

され、法的な裏付けのもとで体制整備が進められている。今後の地域日本語教育には、単

なる言葉の習得にとどまらず、多様な主体が連携し、対等な関係性の中で共に社会を築い

ていく役割が期待されている。 

 

解説 

論述のポイントは、用語を「歴史」「教育実践のあり方」「体制の変容」の三軸で関連付け

ることにある。 

まず歴史面では、難民や帰国者支援から始まり、社会状況の変化に伴い在留外国人が急増

した流れを整理する。教育実践の面では、教師から生徒へ知識を伝達する従来の文型積み

上げ型指導が内包する権力関係を指摘し、現在はファシリテーターが介在する学び合いや

参加型学習といった、双方向的な関わりへと理念が移っていることを示す。最後に、現場

のボランティア活動を支えるコーディネーターの重要性と、行政の責務を明確化した日本

語教育推進法の意義を結びつけることで、地域日本語教育が単なる語学支援から社会基盤

へと発展した背景を浮き彫りにすることが求められる。 

 

 

 


